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9
月
定
例
会
で
は
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

政
府
関
係
機
関
に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た

平
成
23
年
度
決
算
を
認
定

5
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た

委
員
会
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う
ご
き
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ジ

ペ
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ジ

ペ
ｌ
ジ

ペ
ｌ
ジ

9
月
定
例
会

藤ノ木古墳　金銅製棘葉形杏葉（こんどうせいきょくようけいぎょうよう）
斑鳩文化財センターの秋季特別展「斑鳩 藤ノ木古墳の馬具展」　
　　　　　　１１月３日（土・祝）～１２月２日（日）に展示予定

嶋田　善行
広報発行常任委員会
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❷

　平成２４年第３回定例議会は、９月４日から９月２６日まで
の２３日間の会期で開かれ、平成２３年度斑鳩町一般会計歳入
歳出決算の認定についてなど、１４議案を可決・認定等しまし
た。また、人事案件２件について同意し、１件の報告を受けまし
た。その他、３件の陳情について審議し、最終日には意見書１件
を上程し、それぞれ下記の結果となりました。

４～７ページに関連記事。

高塚好弘氏と
古川千代美氏を選任する
ことに同意しました。

３ページに意見書と
賛否の討論。

案　件 結　果

条例

予算

契約

認定

陳情

意見書

報告

人事

その他

斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例について

平成２４年度斑鳩町一般会計補正予算（第２号）について

平成２４年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について

平成２４年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）について

平成２４年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

ごみ積替え施設整備工事請負契約の締結について

斑鳩町土地開発公社の解散について

町道認定について

平成２３年度斑鳩町一般会計歳入歳出決算の認定について

平成２３年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２３年度斑鳩町大字龍田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２３年度斑鳩町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２３年度斑鳩町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成２３年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

斑鳩町教育委員会委員の任命について同意を求めることについて（その１）（その２）

平成２３年度斑鳩町公共下水道事業特別会計継続費精算報告書の報告について（※１）

高齢者施策を担うシルバー人材センターへの支援の要請について

地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書
の採択について

「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書提出を求める陳情について

「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書について

？ミニ解説
※１「継続費精算報告書」
「継続費」は、２年以上にわたり支出すべき経費の総額と年度割額
を、あらかじめ予算計上するものです。継続年度が終了したとき
は、議会に報告することが定められています。

？ミニ解説
※２「趣旨採択」
請願や陳情の趣旨については十分理解できるが、財政事情やその
他の理由により当分の間は願意を実現することが不可能な場合に
「趣旨には賛成である」という意味の採択。

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で可決

満場一致で同意

満場一致で

趣 旨 採 択

(※２)

満場一致で認定

採　　　択

賛成多数で可決

満場一致で認定

報　告
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No.74❸

「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書
　今回の東日本大震災における我が国の対応は、当初「想定外」という言葉に代表されるように、緊急事態における取り組
みの甘さを国民と世界に広く知らしめる結果となりました。世界の多数の国々は今回のような大規模自然災害時には「非
常事態宣言」を発令し、政府主導のもとに震災救援と復興に対処しています。
　我が国のように平時体制のまま国家的緊急事態を乗り切ろうとすると、前衛部隊の自衛隊、警察、消防などの初動態勢、
例えば部隊の移動、私有物の撤去、土地の収用などに手間取り、救援活動にさまざまな支障を来し、その結果さらに被害が
拡大します。
　また原発事故への初動対応の遅れは、事故情報の第一次発信先が国ではなく、事故を起こした東京電力当事者というと
ころに問題があります。さらに言えば、我が国の憲法はその前文に代表されるように平時を想定した文面となっており、各
国に見られるように外部からの武力攻撃、テロや大規模自然災害を想定した「非常事態条項」が明記されていません。
　平成１６年５月にはその不備を補足すべく、民主、自民、公明３党が「緊急事態基本法」の制定で合意しましたが、今日ま
で置き去りにされています。昨年来、中国漁船尖閣事件、ロシア閣僚級のたび重なる北方領土の訪問、北朝鮮核ミサイルの
脅威など、自然災害以外にも国民の生命、財産、安全を脅かす事態が発生しています。
　よって、国会及び政府におかれては、「緊急事態基本法」を早急に制定されるよう強く要望します。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。
　平成２４年９月２６日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　奈良県斑鳩町議会

政府関係機関に
1件の意見書を送付

９月定例会では、「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書が可決
され、政府関係機関に意見書を送付しました。

■■■■■■■本 会 議 で の 討 論

「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書について

【反　対　意　見】　里　川　議　員

　まず、第一の大きな問題点は、大規模自然災害と原子力
問題と外交上の問題を緊急事態として、ひとくくりに考え
ていることです。
　東日本大震災での初動の遅れは、政府の統治能力や危機
管理能力の問題であって、災害対策基本法の課題とすべき
です。大規模災害時に行政機能が喪失するような事態が想
定されておらず、防災対策の責任を市町村長に権限集中し
ているものを、指揮命令権を国に一時的に移譲し、一元的
な管理ができるように災害対策基本法の見直しに取り組
むべきです。
　また、第二の問題は、緊急事態法では、国民の権利を一時
的、特例的に制約できることになっていることです。財産
をはじめ、基本的人権を制約する人権停止が含まれている
のは容認できません。
　外部からの武力攻撃などの問題と、未曾有の東日本大震
災の復興に大きくて暖かい絆が生まれていることを、同じ
ものとは到底考えることはできません。
　今、重要なことは、災害対策基本法や原子力基本法など
の、個別法の抜本的な見直しこそが不可欠であるというこ
とです。私は、「前衛部隊」などと書かれたこの意見書に恐
ろしい連想をしてしまいます。

【賛　成　意　見】　飯　髙　議　員

　近年における危機管理のあり方をめぐる情勢は、国内外
で自然災害や人災、また原子力発電所の臨界事故などの危
機に加え、核攻撃をはじめとして生物化学兵器などの諸般
の危機への総合的な安全体制の構築が指摘されています。
　今回の意見書では、大規模自然災害等により国民の生
命、財産に重大な被害が生じるおそれのあることから「緊
急事態基本法」を早急に制定するよう要望されています。
　世界の多くの国々では、大規模自然災害時などの緊急事
態においては「非常事態宣言」を発令し、政府主導の下で迅
速に対処されています。平成１６年５月に「緊急事態への
対処及び未然の防止に関する基本法案」まで討議され、当
時の自民党、民主党、公明党の３党が「緊急事態基本法」の
制定で合意しましたが、その後も制定されず、今日に至っ
ている。この時に、法律の整備がされていたら、今回の東日
本大震災に対しても、もっと速やかな対応がされ、被害の
拡大を未然に防ぐこともできたと思われます。
　同法は、国の平和及び安全の確保並びに私たち国民の生
命、身体及び財産の保護に役立つものであり、政府や国会
において早期に制定されるよう、この意見書の提出に賛成
します。
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本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
ま
し
た
平
成
23
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計
と
各
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
審
査
す
る
た
め
、
９
月
12
日
、
13
日
、
14
日
の
３
日

間
に
わ
た
り
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
決
算
審
査
の
質
疑
で
は
、
委
員
か
ら
多
く
の
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
掲
載
し
、
ご
報
告
し
ま
す
。

ま
ち
の
家
計
簿

　 

慎
重
に
審
査

平成２3年度　決算総括表

平成２３年度決算

本
会
議
よ

会
計
の
歳
入

間
に
わ
た
り

決
算
審
査

た
。
今
回
は

総額１４３億円を

平
成
23
年
度
決
算
を
審
査

　
委
員
会
で
は
、
監
査
委
員
よ
り

一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
法
令
に
準

拠
し
て
調
製
さ
れ
誤
り
が
な
い
も

の
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
各

基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
も
計

数
に
誤
り
な
く
、
適
正
に
運
用
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
と
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
こ
の
報
告
の
後

に
、
決
算
の
認
定
の
た
め
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

決算認定とは
　町に入ったお金（歳入）や使ったお金（歳出）の実
績（決算）について、議会が住民の代表として審査、
認定するものです。（認定しない場合もあります。）
　「法に基づき適正に執行されたのか」などの審査
だけではなく、事業の行政効果や問題点を指摘す
ることで、今後の行財政運営の改善に役立てるな
ど、議会の重要な役割のひとつです。

認
定

❹

国民健康保険事業

大字龍田財産区

公共下水道事業

介 護 保 険 事 業

後期高齢者医療

特
　
別
　
会
　
計

合　　計

一般 会 計

歳 　 　 入会計 別 歳　　出

８３億３，１７３万円

３０億１，７１８万円

３４９万円

１２億１，４２７万円

１７億２，８７２万円

２億８，７５２万円

１４５億８，２９１万円

７６億４，１９９万円

３４億７，９９６万円

３２万円

１２億１，４２７万円

１７億１，３３５万円

２億８，６２９万円

１４３億３，６１8万円

▲23年度も子育て支援の充実がはかられた。
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コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
状
況
は
？ 

Ｑ
　
平
成
23
年
度
に
準
備
さ
れ
、

今
年
４
月
に
導
入
さ
れ
た
コ
ン

ビ
ニ
収
納
・
ペ
イ
ジ
ー
収
納
は
、

こ
れ
ま
で
ど
れ
く
ら
い
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

A
　
８
月
末
現
在
、
コ
ン
ビ
ニ

収
納
は
６
，
９
８
７
件
で
、
ペ

イ
ジ
ー
収
納
は
７
９
７
件
で
す
。

全
体
の
収
納
に
対
し
て
、
約

19
％
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を 

Ｑ
　
町
や
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
も
っ
と
斑
鳩
の
日

常
的
な
情
報
、
写
真
を
載
せ
て

い
た
だ
く
な
り
す
る
と
、
も
っ

と
い
ろ
ん
な
方
に
見
て
い
た
だ

け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

A
　
今
後
も
、
現
状
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
よ
り
使
い
や
す
く
見
や

す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
構
築
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
災
害
物
資
の
備
蓄
・
補
充
は
？

Ｑ
　
23
年
度
、
東
日
本
大
震
災

の
支
援
物
資
と
し
て
提
供
し
た

粉
ミ
ル
ク
の
補
充
は
。

A
　
再
度
購
入
し
、
災
害
物
資

と
し
て
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
23
年
度
、
間
仕
切
り
ユ
ニ
ッ

ト
と
災
害
用
敷
マ
ッ
ト
を
購
入

さ
れ
ま
し
た
が
、
数
が
足
り
る

の
か
心
配
で
す
。

A
　
今
後
さ
ら
に
数
を
ふ
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
援
護
者
リ
ス
ト
の
活
用
は
？

Ｑ
　
災
害
時
の
要
援
護
者
の
把

握
実
態
調
査
に
よ
り
「
要
援
護

者
リ
ス
ト
」
の
デ
ー
タ
を
更
新

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A
　
要
援
護
者
リ
ス
ト
の
デ
ー

タ
を
災
害
マ
ッ
プ
に
入
れ
て
、

有
効
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
、
富
雄
川
周
辺
地
域

に
避
難
準
備
情
報
を
発
令
し
た

と
き
に
は
、
災
害
マ
ッ
プ
を
利

用
し
て
、
担
当
者
が
直
接
家
を

訪
問
し
た
り
、
あ
る
い
は
電
話

で
連
絡
を
し
た
り
し
て
、
避
難

が
本
格
的
に
な
っ
た
と
き
に
、

救
助
が
必
要
な
の
か
ど
う
か
と

い
う
確
認
を
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
優
待
利
用
券
の
充
実
を 

Ｑ
　
高
齢
者
優
待
利
用
券
の
交

付
に
つ
い
て
、
70
歳
以
上
の
う

ち
、
交
付
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
で

す
か
。

A
　
23
年
度
末
の
70
歳
以
上
の

人
口
は
５
，
０
８
７
人
で
す
。

高
齢
者
優
待
利
用
券
で
、
バ
ス

カ
ー
ド
、
あ
る
い
は
、
ふ
れ
あ

い
交
流
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
の

里
の
入
館
券
の
交
付
を
受
け
た

方
は
２
，
４
１
７
名
で
、
お
よ

そ
半
分
で
す
。

Ｑ
　
バ
ス
カ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、

タ
ク
シ
ー
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ

り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A
　
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
運
行
し
て
い
る
と
い
う
状

況
も
あ
り
、
斑
鳩
町
の
高
齢
者

が
利
用
す
る
交
通
体
制
全
体
の

な
か
で
、
こ
の
問
題
を
と
ら
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
今
す
ぐ
に
タ
ク
シ
ー
券

を
発
行
す
る
と
い
う
考
え
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

あ
ゆ
み
の
家
の
耐
震
は
？

Ｑ
　
あ
ゆ
み
の
家
は
、
老
朽
化

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
耐
震
診

断
を
受
け
て
い
る
の
で
す
か
。

A
　
公
共
施
設
の
耐
震
に
つ
い

て
は
、
ま
ず
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
の
耐
震
補
強

を
仕
上
げ
て
い
き
、
次
に
そ
の

他
の
公
共
施
設
を
考
え
て
い
ま

す
。

　
学
校
の
耐
震
化
は
平
成
25
年

度
で
完
了
す
る
予
定
で
す
の
で
、

来
年
な
い
し
は
再
来
年
あ
た
り

か
ら
、
そ
の
他
の
公
共
施
設
の

耐
震
診
断
を
し
、
そ
の
対
応
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
子
育
て
家
庭
の
見
守
り
を

Ｑ
　
今
い
ろ
い
ろ
出
産
、
育
児

に
悩
ま
れ
る
方
が
ふ
え
て
い
ま

す
。
乳
幼
児
訪
問
を
し
て
、
留

守
で
会
え
な
か
っ
た
家
庭
が
あ

れ
ば
、
何
と
か
接
触
を
と
れ
る

よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

A
　
乳
幼
児
訪
問
は
、
お
お
む

ね
生
後
５
か
月
か
ら
１
歳
６
か

月
ま
で
の
方
で
、
各
種
健
診
等

を
受
診
し
て
い
な
い
方
を
優
先

的
に
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　
23
年
度
の
未
受
診
者
等
に
つ

い
て
は
、
予
防
接
種
や
、
幼
稚
園
・

保
育
所
、
電
話
、
そ
し
て
乳
幼

児
訪
問
等
に
よ
り
、
全
て
の
方

の
状
況
を
把
握
で
き
て
い
ま
す
。

平成23年度決算を審査

Ｑ
＆
Ａ

平
成
23
年
度
決
算
を
審
査

一 

般 

会 

計
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ポ
イ
捨
て
の
な
い
ま
ち
に 

Ｑ
　
22
年
度
に
比
べ
て
、
平
成

23
年
度
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
で
回

収
し
た
ご
み
の
量
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
を
回
っ
て
い

る
と
、
特
定
の
場
所
で
の
ポ
イ

捨
て
が
常
態
化
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
が
、
町
は
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
ま
す
か
。

A
　
環
境
保
全
推
進
委
員
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
、
環
境
保
全
推

進
委
員
を
卒
業
さ
れ
た
方
な
ど

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
引
き
続

き
道
路
や
公
園
な
ど
の
掃
除
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
が
増

え
て
お
り
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

で
回
収
し
て
い
ま
す
。
　

　
そ
う
い
っ
た
活
動
が
広
が
っ

て
い
ま
す
の
で
、
平
成
23
年
度

で
は
回
収
量
が
増
加
し
た
と
分

析
し
て
い
ま
す
。

　
遊
休
農
地
を
減
ら
す
た
め
に 

Ｑ
　
遊
休
農
地
の
解
消
を
、
農

業
委
員
会
中
心
に
推
進
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
22
年
度
の

実
績
は
２
２
８
ア
ー
ル
、
23
年

度
は
６
５
８
ア
ー
ル
と
、
と
て

も
進
ん
で
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
と
り
く
ま
れ
て
い
る
の
で

す
か
。

A
　
遊
休
農
地
を
減
ら
す
こ
と

を
農
業
委
員
会
の
最
大
の
目
標

に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

遊
休
農
地
の
調
査
を
毎
年
一
筆

ず
つ
行
っ
て
い
ま
す
。
23
年
度

か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
指

導
の
強
化
に
努
め
た
こ
と
か
ら
、

遊
休
農
地
の
面
積
が
減
少
し
た

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
へ
の
今
後
の
支
援
は
？

Ｑ
　
商
工
会
の
加
盟
数
が
21
年

度
４
７
４
で
あ
っ
た
の
が
23
年

度
４
４
３
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
へ
の
補
助
金
は
、
緊

張
感
を
も
っ
て
、
会
員
数
が
減
っ

た
ら
、
こ
の
ま
ま
出
せ
な
い
と

い
う
形
も
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
。

A
　
商
工
会
へ
８
１
０
万
円
、

商
工
ま
つ
り
開
催
の
た
め
商
工

会
青
年
部
に
３
５
０
万
円
を
補

助
し
て
い
ま
す
。
25
年
度
の
補

助
金
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う

こ
と
は
大
き
な
焦
点
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
　

　
商
工
会
事
務
局
が
企
画
・
立

案
を
し
て
、
会
員
さ
ん
に
刺
激

を
与
え
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
水
路
改
修
の
効
果
は
？

Ｑ
　
23
年
度
に
行
わ
れ
た
水
路

改
修
の
概
要
と
、
そ
の
後
の
状

況
に
つ
い
て
。

A
　
法
隆
寺
地
区
で
２
件
、
神

南
地
区
で
２
件
の
水
路
改
修
を

実
施
し
ま
し
た
。
特
に
法
隆
寺

地
区
で
は
、
た
び
た
び
浸
水
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
バ
イ
パ
ス

管
を
つ
な
ぐ
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
効
果
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
こ
と
し
の
夏
、
相
当
の
雨

が
降
っ
た
と
き
に
も
、
そ
の
箇

所
は
浸
水
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の

岩
瀬
橋
の
取
り
付
け
は
？

 

Ｑ
　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

の
整
備
促
進
に
関
連
し
て
、
岩

瀬
橋
の
取
り
付
け
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
予
定
で

す
か
。

A
　
ま
ず
、
新
し
い
橋
の
今
で

き
て
い
る
部
分
の
両
側
を
取
り

つ
け
ま
す
。
交
通
の
切
り
回
し

を
し
た
後
、
現
在
の
岩
瀬
橋
を

撤
去
し
て
、
新
し
い
橋
の
残
っ

て
い
る
部
分
の
橋
台
と
橋
梁
を

完
成
さ
せ
て
い
く
と
い
う
手
順

で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
。

Ｑ
　
橋
の
交
通
は
、
農
産
物
販

売
所
か
ら
西
に
進
む
と
、
ど
の

よ
う
な
ル
ー
ト
に
な
る
の
で
す

か
。

A
　
現
在
の
岩
瀬
橋
の
手
前
を

右
に
曲
が
っ
て
、
い
か
る
が
パ
ー

ク
ウ
ェ
イ
に
入
り
、
橋
を
渡
っ

て
い
た
だ
く
と
い
う
形
の
ル
ー

ト
に
、
切
り
か
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
。

学
校
で
の
食
育
に
つ
い
て

Ｑ
　
学
校
給
食
調
理
・
洗
浄
業

務
を
民
間
に
委
託
を
し
て
い
る

な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
食

育
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
ま

す
か
。

A
　
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
に

栄
養
士
を
配
置
し
て
、
食
育
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
校
給
食
調
理
・
洗
浄
業
務
を

民
間
委
託
し
て
い
て
も
、
町
の

職
員
が
調
理
し
て
い
た
と
き
と

同
じ
よ
う
に
、
調
理
員
は
、
子

ど
も
た
ち
と
親
し
ん
で
い
ま
す
。

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
廃
止
後
の

助
成
制
度
の
利
用
は
？

Ｑ
　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
は
、
３
度
の
崩
落
が
あ
っ

て
危
険
だ
と
い
う
こ
と
で
23
年

度
末
で
廃
止
さ
れ
、
今
年
度
か

ら
町
外
の
野
外
体
験
活
動
施
設

を
利
用
す
る
方
に
補
助
す
る
要

綱
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
利
用
状
況
は
。

A
　
24
年
度
か
ら
青
少
年
野
外

体
験
活
動
に
対
し
て
補
助
金
を

出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
、
子
ど
も
会
連
絡
協
議

平
成
23
年
度
決
算
を
審
査

▲いかるがパークウェイの新しい
　岩瀬橋
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会
な
ど
、
５
件
の
申
請
が
あ
り

ま
し
た
。

 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
医
療
費
抑
制
の
対
策
は
？

 

Ｑ
　
ひ
と
り
当
た
り
の
医
療
費

が
非
常
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
る
た

め
、
他
市
町
村
の
情
報
を
つ
か

ん
で
検
討
し
て
い
ま
す
か
。

A
　
病
気
の
予
防
が
一
番
大
事

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
医
療
費
を
抑
え
る
対

策
と
し
て
は
、
被
保
険
者
に
、「
今

使
っ
て
い
る
薬
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
替
え
る
と
、
こ
れ

だ
け
の
医
療
費
が
安
く
な
る
」

と
差
額
を
お
知
ら
せ
し
、
医
療

費
を
少
し
ず
つ
抑
え
て
い
る
と

い
っ
た
市
町
村
も
あ
り
ま
す
の

で
、
当
町
で
も
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
状
況
は
？ 

Ｑ
　
人
間
ド
ッ
ク
の
23
年
度
の

助
成
件
数
は
１
０
４
件
で
す
が
、

定
員
の
枠
を
広
げ
た
の
で
す
か
。

A
　
以
前
は
定
員
１
０
０
名
で

し
た
が
、
２
年
前
か
ら
１
２
０

名
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
康
診
査
は
無
料

Ｑ
　
特
定
健
康
診
査
等
の
自
己

負
担
は
あ
る
の
で
す
か
。

A
　
特
定
健
康
診
査
を
受
診
さ

れ
た
場
合
、
受
診
料
は
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

  

大
字
龍
田
財
産
区
特
別
会
計

Ｑ
財
産
区
財
産
（
下
司
田
池
）

の
管
理
を
行
う
特
別
会
計
で
す
。

　
財
産
区
の
将
来
の
展
望
は
？ 

Ｑ
　
龍
田
財
産
区
の
問
題
は
だ

ん
だ
ん
現
金
が
な
く
な
っ
て
い

く
中
で
、
今
後
ど
う
し
て
い
く

の
か
、
今
後
の
見
通
し
は
。

A
　
９
年
で
資
金
が
枯
渇
し
て

い
く
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
会
計
で
は
、
土
地
と
い
う
財

産
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
収
入
が
枯
渇
し
た
場
合
に
は
、

財
産
を
売
り
払
う
形
で
、
会
計

運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
、
財

産
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

   

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

下
水
道
の
中
長
期
計
画
は
？

Ｑ
　
下
水
道
の
中
長
期
の
推
計

表
を
見
る
と
、
平
成
44
年
度
か

ら
国
庫
補
助
金
が
ゼ
ロ
な
の
は
、

な
ぜ
で
す
か
。

A
　
現
在
、
計
画
区
域
に
つ
い

て
は
、
平
成
43
年
度
に
工
事
を

完
成
す
る
目
標
で
整
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
の
で
、
平
成
44
年

度
か
ら
は
工
事
費
を
計
上
し
て

い
な
い
た
め
で
す
。

　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

要
介
護
認
定
の
不
服
申
し
立

て
の
対
応
は
？

Ｑ
　
要
介
護
認
定
の
基
準
が
23

年
度
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
ご

本
人
か
ら
不
服
の
申
し
出
等
が

あ
っ
た
と
き
は
ど
の
よ
う
に
対

応
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A
　
二
次
判
定
の
結
果
を
お
伝

え
し
、
結
果
が
納
得
い
か
な
い

と
い
う
申
し
出
を
さ
れ
た
場
合

に
は
、
も
う
一
度
、
ご
本
人
や

ご
家
族
か
ら
事
情
を
聴
き
取
り

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
認
定
調

査
を
も
う
一
度
や
り
直
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

   

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
手
続
き
を
よ
り
簡
単
に

Ｑ
　
75
歳
以
上
の
方
が
医
療
機

関
で
支
払
う
一
部
負
担
の
割
合

は
、
所
得
に
よ
り
１
割
か
３
割

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
３
割
の

所
得
の
方
の
一
部
が
、
収
入
額

に
よ
っ
て
１
割
負
担
に
な
る
と

聞
き
ま
す
が
、
そ
の
申
請
が
た

い
へ
ん
だ
と
い
う
声
が
あ
り
ま

す
。

A
　
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４

５
万
円
以
上
で
も
収
入
額
に

よ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
で
３
割

か
ら
１
割
に
な
る
方
が
あ
り
ま

す
。
収
入
に
よ
る
再
判
定
の
た

め
、
基
準
収
入
額
適
用
申
請
書

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
こ
の
該
当
者
に
は
、
町
か

ら
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
の
た
め
に
役
場
に
行
く

の
が
た
い
へ
ん
だ
と
い
う
相
談

も
あ
り
、
今
後
は
、
該
当
者
に

通
知
を
送
る
と
き
に
申
請
書
も

同
封
し
、
返
送
し
て
も
ら
う
と

い
う
形
な
ど
も
検
討
し
ま
す
。

   

審
　
査
　
結
　
果

　
委
員
会
で
は
多
く
の
質
疑
・

意
見
が
出
さ
れ
、
審
議
し
た
結

果
、
平
成
23
年
度
斑
鳩
町
一
般

会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
の
決

算
を
満
場
一
致
で
認
定
す
る
こ

と
に
決
し
ま
し
た
。

（
飯
髙
委
員
長
記
）

平成23年度決算を審査

平
成
23
年
度
決
算
を
審
査
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議
員
　「
自
主
防
災
組
織
の
設
立
」

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
防
災
活
動
の
必
要
性
や
役
割

な
ど
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て

「
実
効
性
の
あ
る
体
制
づ
く
り
」を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
で
す

か
。

総
務
部
長
　
自
主
防
災
組
織
設
立

と
活
動
の
た
め
、
補
助
金
を
創
設

し
、
そ
の
申
請
や
防
災
計
画
の
作

成
、
活
動
内
容
な
ど
に
つ
い
て
10

月
末
に
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。ま
た
自
治
会
連
合
会
で
の

研
修
や
総
会
等
で
周
知
・
啓
発
を

行
い
ま
す
。

議
員
　
防
災
活
動
に
は
、
防
災
士

な
ど
の
資
格
を
得
た
リ
ー
ダ
ー
や

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
ま
す
。ま
た
人
材
不
足
等
で

設
立
が
困
難
な
場
合
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
自
治
会
に

対
し
て
の
働
き
か
け
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

総
務
部
長
　
自
主
防
災
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
防
災
士
の
資
格

の
取
得
は
必
要
と
考
え
、
町
の
活

動
支
援
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
設
立
が
困
難
な
自
治
会
に

対
し
、
防
災
計
画
の
作
成
や
補
助

金
の
申
請
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
活

動
事
例
の
紹
介
な
ど
の
支
援
を
行

い
、
自
主
防
災
活
動
全
体
の
実
効

性
が
上
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

 「
い
じ
め
」の
防
止
対
策
を

議
員
　
い
じ
め
の
防
止
対
策
と
し

て
、
教
育
の
な
か
で
生
徒
間
の
信

頼
や
仲
間
意
識
な
ど
を
育
て
る
教

育
や
、
ま
た
一
方
で
は
、「
い
じ
め

る
側
が
１
０
０
％
悪
い
」
と
の
発

信
を
続
け
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
が
、町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　「
い
じ
め
は
人
間
と
し

て
絶
対
に
許
せ
な
い
」
と
い
う
意

識
を
持
た
せ
る
教
育
が
、
い
じ
め

の
防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。児
童
生
徒
の
規
範
意
識
が
低

下
す
る
な
か
、
今
後
、
校
園
長
会

で
、
指
導
の
工
夫
・
改
善
に
向
け

た
取
組
み
を
進
め
る
よ
う
指
示
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
子
ど
も
た
ち
は
人
か
ら
頼

ら
れ
た
り
、
必
要
と
さ
れ
た
り
す

る
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
社
会
性

が
養
わ
れ
、「
い
じ
め
防
止
」に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
教
育

の
一
環
と
し
て
採
り
入
れ
る
こ
と

を
要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※「
自
治
体
デ
ー
タ
の
ク
ラ
ウ
ド

導
入
」
で
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
を

　

議
員
　
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
等
で
、
南

海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。地
震
は
い
つ
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
、
自
然
災
害
の

中
で
も
最
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
す

が
、
も
し
起
こ
っ
た
時
に
人
間
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
と
し
て
水
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
町
の
水
道
管
の
耐

震
化
率
を
伺
い
ま
す
。

上
下
水
道
部
長
　
町
内
の
上
水
道

管
の
う
ち
、鋳
鉄
管
が
約
５
％
、鋼

管
及
び
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
が
約

56
％
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
が
約

　本定例会での一般質問は、９月１０日・１１日の両日、５人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ６人の方が傍聴に来られました。　　

自
主
防
災
組
織
の
確
立
と

実
効
性
の
あ
る
体
制
づ
く
り
を

飯　髙　昭　二  議員

上水道の耐震化をすすめ
安定給水を

伴　　　吉　晴  議員

一 般 質 問

❽

4-議会74.indd   8 12/10/17   15:47



35
％
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
が
約

２
％
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
が
約

２
％
と
い
う
状
況
で
す
。

　
耐
震
化
率
に
つ
い
て
は
、
鋼
管

及
び
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
、
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
管
な
ど
耐
震
性
を
有
す

る
部
材
を
採
用
し
更
新
を
完
了
し

て
い
る
の
は
約
58
％
で
す
。

議
員
　
今
後
更
新
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
水
道
管
が
半
分
弱

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
今
後
の
耐

震
化
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

上
下
水
道
部
長
　
現
在
進
め
て
い

る
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
改
良
工
事

や
、
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
に

埋
設
し
て
い
る
配
水
管
、
公
共
下

水
道
に
関
連
す
る
配
水
管
の
移
設

工
事
や
他
の
工
事
に
伴
っ
て
進
め

て
い
る
配
水
管
の
改
良
工
事
に
お

い
て
も
、
耐
震
性
を
有
す
る
部
材

を
採
用
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

議
員
　
断
水
箇
所
を
で
き
る
だ
け

少
な
く
し
た
り
、
復
旧
を
早
く
し

た
り
す
る
た
め
に
「
水
道
管
の

ル
ー
プ
化（
※
）」が
あ
り
ま
す
が
、

当
町
全
域
の
ル
ー
プ
化
整
備
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

上
下
水
道
部
長
　
町
内
の
主
な
３

つ
の
配
水
池
が
受
け
持
つ
そ
れ
ぞ

れ
の
配
水
エ
リ
ア
の
幹
線
的
な
位

置
づ
け
を
し
て
い
る
配
水
管
は
、

ほ
ぼ
ル
ー
プ
化
を
完
了
し
て
い
ま

す
。し
か
し
、末
端
部
分
の
配
水
管

に
つ
い
て
は
、
更
に
整
備
が
必
要

な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
健
全
な
水
道

財
政
に
留
意
し
な
が
ら
、
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員
　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

の
歩
道
内
に
配
水
管
を
埋
設
し
、

町
内
の
水
道
管
ル
ー
プ
化
を
進
め

る
こ
と
は
、
東
西
ラ
イ
ン
の
強
化

に
つ
な
が
り
、災
害
時
に「
水
の
心

配
」
を
軽
減
で
き
る
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
の
で
、
都
市
整
備
の
観

点
か
ら
も
重
要
な
事
業
で
す
。

　
今
後
、
水
道
管
の
ル
ー
プ
化
整

備
を
、
財
政
の
健
全
性
を
保
ち
つ

つ
、
さ
ら
に
推
進
し
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。

議
員
　
現
在
、
奈
良
市
と
生
駒
市

を
除
い
た
県
下
37
市
町
村
11
消
防

本
部
を
ひ
と
つ
に
す
る
消
防
広
域

化
の
た
め
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
広
域
化
に
参
加

す
る
こ
と
が
斑
鳩
町
や
西
和
地
域

の
消
防
力
の
強
化
・
充
実
に
つ
な

が
る
の
か
ど
う
か
疑
問
で
す
。そ

こ
で
、
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て

お
た
ず
ね
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
消
防
力
整
備
指
針
か
ら

見
た
西
和
消
防
の
充
足
率
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

総
務
部
長
　
消
防
ポ
ン
プ
車
や
救

急
車
な
ど
の
消
防
設
備
の
充
足
率

は
１
０
０
％
、
職
員
の
充
足
率
は

79
％
と
な
っ
て
お
り
、
県
下
の
各

消
防
本
部
よ
り
充
足
し
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
員
　
広
域
化
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
消
防
力
が
低
下
す
る
こ

と
は
な
い
で
す
か
。

総
務
部
長
　
広
域
化
後
も
現
行
の

署
所
は
統
廃
合
し
な
い
と
さ
れ
て

お
り
、ま
た
、現
在
の
各
消
防
署
の

消
防
力
は
維
持
す
る
こ
と
を
基
本

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
　
署
所
の
統
廃
合
は
行
わ
な

く
て
も
消
防
力
の
高
い
地
域
と
低

い
地
域
と
が
合
併
し
均
一
化
さ
れ

れ
ば
、
西
和
消
防
の
よ
う
に
消
防

力
が
高
い
地
域
で
は
、
結
果
的
に

消
防
力
が
低
下
す
る
と
い
う
現
象

が
起
こ
る
と
考
え
ま
す
。

　
例
え
ば
、
大
和
郡
山
市
で
は
消

防
署
の
分
署
を
２
つ
廃
止
さ
れ
た

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、
広
域

化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
堵
に

あ
る
西
和
消
防
の
分
署
か
ら
、
こ

れ
ま
で
は
出
動
し
て
い
な
か
っ
た

大
和
郡
山
方
面
に
頻
繁
に
出
動
す

る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
災
害
時
の
助
け
合
い
は
必
要
で

す
が
、
広
域
化
す
る
こ
と
で
西
和

消
防
の
消
防
力
が
流
出
す
る
こ
と

に
つ
な
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
斑
鳩

町
や
西
和
地
域
の
住
民
に
と
っ

て
、
広
域
化
に
参
加
す
る
こ
と
は

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
消
防
の
広
域
化
に
つ
い

て
は
、
住
民
へ
の
説
明
が
全
く
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。住
民
説
明
会

を
開
催
し
、
消
防
広
域
化
の
是
非

を
住
民
が
判
断
で
き
る
よ
う
十
分

な
情
報
提
供
を
行
う
よ
う
強
く
要

望
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

※
不
燃
ご
み
荒
ら
し
へ
の
対
策
を

ミニ解説　「水道管のループ化」
　管路事故等による水道水の断水や減水
の状況を避け、安定給水を図るため、ぐる
りと輪のように管と管を
つなぐこと。

消防広域化の問題点は

木　澤　正　男  議員

町政ここが聞きたい
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議
員
　
昨
年
10
月
、
大
津
市
で
中

学
生
が
い
じ
め
を
苦
に
自
殺
し
た

こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
が
、当
町
と
し
て
、そ
の
認
識
と

対
応
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
長
　
教
職
員
一
人
ひ
と
り
が

「
ど
こ
の
学
校
で
も
、ど
こ
の
子
ど

も
に
も
起
こ
り
え
る
問
題
で
あ

る
」こ
と
を
認
識
し
、日
ご
ろ
か
ら

児
童
生
徒
が
発
信
す
る
信
号
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
努
め
、
い
じ
め
の

兆
候
を
把
握
し
た
時
は
迅
速
に
対

応
す
る
な
ど
、
い
じ
め
を
許
さ
な

い
学
校
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
こ
と
が
第
一
と
考
え
て
い
る
。

　
各
学
校
で
、
特
定
の
教
職
員
だ

け
が
向
き
合
う
の
で
は
な
く
、
連

携
を
図
り
、
問
題
を
共
有
し
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
づ
く
り

に
努
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

議
員
　
い
じ
め
の
実
態
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
調
査
し
、現
状
は

ど
う
な
の
か
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
の
か
を
問
う
。

教
育
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
小

学
校
は
年
２
回
、
中
学
校
は
年
１

回
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、各
学
校

の
実
情
に
応
じ
て
、
個
別
面
談
や

家
庭
訪
問
な
ど
、
定
期
的
に
児
童

生
徒
か
ら
状
況
を
聞
く
機
会
を
設

け
て
い
る
。

　
平
成
23
年
度
の
当
町
の
い
じ
め

認
知
件
数
は
、小
学
校
10
件
、中
学

校
10
件
で
あ
っ
た
。そ
の
内
容
は
、

冷
や
か
し
や
か
ら
か
い
、
嫌
な
こ

と
を
言
わ
れ
た
が
10
件
、
仲
間
は

ず
れ
、
集
団
で
無
視
さ
れ
た
が
３

件
、持
ち
物
を
隠
さ
れ
た
り
、壊
さ

れ
た
り
す
る
が
３
件
、
嫌
な
こ
と

や
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
さ
れ
た
が

４
件
で
あ
っ
た
。

　
具
体
的
な
対
応
と
し
て
、
教
職

員
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
実
態
を
把

握
し
、
学
校
全
体
で
協
議
し
た
結

果
を
も
っ
て
、
家
庭
訪
問
を
す
る

な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
規

範
意
識
の
低
下
な
ど
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
道
徳
教
育
の
充
実
を
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

指
導
を
し
て
い
る
の
か
問
う
。

教
育
長
　
義
務
教
育
の
中
で
、
和

の
精
神
を
根
本
と
し
た
教
育
の
充

実
に
取
り
組
み
、「
い
じ
め
は
人
間

と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」
と

い
う
意
識
を
持
た
せ
る
教
育
が
い

じ
め
防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

議
員
　
い
じ
め
を
把
握
し
た
時
、

学
校
と
教
育
委
員
会
が
連
携
を
図

り
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

 

小・中学校における
　　　　　いじめについて
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議
員
　
今
年
４
月
か
ら
、
制
度
改

正
さ
れ
た
介
護
保
険
の
問
題
点
は

改
正
前
か
ら
も
指
摘
し
て
き
た

が
、
生
活
援
助
の
時
間
短
縮
に
つ

い
て
４
月
以
降
、
現
状
で
把
握
で

き
て
い
る
問
題
は
あ
る
の
か
。

住
民
生
活
部
長
　
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

の
単
位
時
間
の
区
分
が
見
直
さ

れ
、
改
正
前
が
30
分
以
上
60
分
未

満
と
60
分
以
上
と
な
っ
て
い
た
も

の
が
、
改
正
後
は
20
分
以
上
45
分

未
満
と
45
分
以
上
と
な
り
ま
し

た
。現
在
の
と
こ
ろ
は
利
用
者
か

ら
の
相
談
や
苦
情
は
聞
い
て
お
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
介

護
支
援
員
の
連
絡
会
な
ど
で
、
訪

問
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
実
態

の
把
握
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員
　
斑
鳩
町
で
は
、
ま
だ
問
題

が
見
え
て
き
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
が
、全
国
で
は
、一
般
的
な
例

な
ど
が
少
し
ず
つ
報
告
さ
れ
て
き

て
い
る
。

　
例
え
ば
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
45
分

未
満
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
こ

れ
ま
で
の
感
覚
で
あ
と
10
分
、
15

分
何
か
を
お
願
い
し
よ
う
と
し
た

ら
、
実
費
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
や
、
事
業
所
が
45
分

で
は
充
分
に
で
き
な
い
こ
と
を
少

し
時
間
が
過
ぎ
て
も
仕
方
が
な
い

と
考
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行

い
、経
営
を
苦
し
め
て
い
る
な
ど
、

各
種
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

　
私
は
、
政
府
が
利
用
抑
制
を
目

的
に
お
こ
な
っ
た
制
度
改
正
だ
と

考
え
て
い
る
。45
分
で
ど
れ
ぐ
ら

い
の
家
事
が
で
き
る
の
か
、
生
活

援
助
と
い
う
の
は
、
そ
の
人
が
生

き
て
行
く
こ
と
を
支
え
る
仕
事
だ

と
考
え
て
い
る
。ヘ
ル
パ
ー
は
仕

事
を
し
な
が
ら
も
お
し
ゃ
べ
り
を

し
て
、
１
人
ぐ
ら
し
の
お
年
寄
り

が
、
１
人
で
は
笑
う
こ
と
も
忘
れ

て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
笑
っ
て

元
気
が
で
る
よ
う
に
、
そ
し
て
お

し
ゃ
べ
り
の
な
か
か
ら
、
そ
の
方

の
心
身
の
状
態
を
見
て
い
く
こ
と

は
重
要
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
、
保
険
者
と
し
て
努
め
て

ほ
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

※
次
世
代
育
成
支
援
に
係
わ
る
問

題
に
つ
い
て

い
じ
め
・
保
育
所
・
広
場
や
公

園
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て

※
県
内
産
の
木
材
利
用
に
つ
い
て

介
護
保
険
の
制
度
改
正
後

問
題
点
は
見
え
て
き
た
の
か

里 川 宜 志 子  議員

一
般
質
問

一
般
質
問

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

　
な
お
、
開
会
時
間
は
本
会
議
、
委
員
会
と
も
午
前

９
時
に
予
定
し
て
い
ま
す
（
広
報
発
行
常
任
委
員
会

は
本
会
議
終
了
後
）
。

　
日
程
・
時
間
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。議

会
事
務
局
℡
74
‐
１
０
０
１
内
線
３
０
２

日（
木
）

日（
金
）

日（
月
）

日（
火
）

日（
木
）

日（
金
）

日（
月
）

日（
木
）

67101113141720
日（
　
）

日（
　
）

日（
　
）

日（
　
）

日（
　
）

1920212627
11
月

12
月

議
会
の
日
程

総
務
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

3
日（
月
）本
会
議
初
日

　
　
　
　（
委
員
長
報
告
、提
案
説
明
、 

議
案
上
程
）

　
　
　
　
広
報
発
行
常
任
委
員
会

平
成
24
年
第
4
回
定
例
会

月火水月火

議
場
は
、役
場
３
階
で
す
。

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。

町政ここが聞きたい
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建
設
水
道
常
任
委
員
会

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
認
定
第
３
号
　
町
道
認
定
に
つ

い
て

　
寄
付
を
受
け
た
開
発
道
路
等
７

路
線
を
新
た
に
町
道
に
認
定
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

（
結
果
）

満
場
一
致
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
継
続
審
査
案
件

◎
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

①
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て

　
現
在
、
施
工
中
の
６
路
線
の
工

事
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
資
料
に

よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
新
た
に
発
注
予
定
の
３

路
線
に
つ
い
て
、
入
札
や
工
事
の

準
備
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　
ま
た
、
公
共
下
水
道
接
続
申
請

状
況
は
、
今
年
８
月
末
で
申
請
総

数
２
，
５
５
０
件
、
利
用
世
帯
総

数
２
，
８
８
８
世
帯
で
あ
る
こ
と

等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
現
在
施
工
中
の
４
工
区
の
９

（
龍
田
北
２
丁
目
地
内
）
の
工
事

の
進
捗
が
、
他
の
工
事
箇
所
と
比

較
し
て
早
い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

Ａ
　
集
中
浄
化
槽
の
区
域
で
、
新

規
の
埋
設
工
事
を
せ
ず
に
、
管
の

補
修
工
事
を
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、工
事
の
施
工
日
数
が
少
な
く
、

進
捗
が
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。
　

②
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
の
岩

瀬
橋
西
詰
め
の
、
事
業
地
内
に
放

置
さ
れ
て
い
た
自
動
車
に
つ
い

て
、
国
土
交
通
省
が
法
手
続
き
を

進
め
ら
れ
た
結
果
、
９
月
12
日
に

放
置
自
動
車
の
撤
去
が
行
わ
れ

た
。
今
後
、
周
辺
自
治
会
へ
の
工

事
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
工
事
着

手
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
法
隆
寺
線
整
備
事
業
の

国
道
25
号
取
り
付
け
部
分
の
地
権

者
と
の
用
地
交
渉
の
状
況
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

③
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
北
口
５
号
線
西
側
の
路
線
拡
幅

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
町
町
営
住
宅
入
居
者
の
募

集
状
況
に
つ
い
て

○
斑
鳩
の
里
ふ
る
さ
と
秋
祭
り
に

つ
い
て

　
町
制
65
周
年
を
記
念
し
て
、
10

月
13
日
、斑
鳩
小
学
校
運
動
場
で
、

伝
統
あ
る
太
鼓
台
を
中
心
に
、
ふ

れ
あ
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
す
る
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他

・
国
道
25
号
の
歩
道
設
置
要
望
箇

所
の
状
況
に
つ
い
て

・
富
雄
川
左
岸
の
歩
道
設
置
に
つ

い
て

・
幸
前
２
丁
目
地
内
の
水
路
の
防

護
柵
に
つ
い
て

・
斑
鳩
町
商
工
会
職
員
の
不
正
事

件
に
つ
い
て

・
８
月
に
発
生
し
た
町
道
に
お
け

る
事
故
の
、
そ
の
後
の
対
応
に

つ
い
て

・
水
道
の
ル
ー
プ
化
の
状
況
に
つ

い
て

・
北
部
配
水
池
整
備
に
つ
い
て

な
ど
質
疑
・
意
見
が
あ
り
、
審
議

を
深
め
ま
し
た
。（

宮
﨑
委
員
長
記
）

　
建
設
水
道
常
任
委
員
会
は
９
月
18
日
、
全
委
員
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
会
議
か
ら
の
付
託
議
案
１
件
と
、
継
続
審
査
案
件
等
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

▲たくさんの人でにぎわった斑鳩の里ふるさと秋祭り
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厚 生常任委員会

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
32
号
　
斑
鳩
町
保
育
の

実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
障
が
い
児
通
園
施
設
等
に
つ
い

て
障
が
い
種
別
に
よ
る
区
分
を
な

く
し
、
児
童
発
達
支
援
及
び
医
療

型
児
童
発
達
支
援
に
見
直
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
条
文
中
の
名
称
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
37
号
　
ご
み
積
替
え
施

設
整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

　
制
限
付
一
般
競
争
入
札
を
行

い
、
新
明
和
工
業
株
式
会
社
が
２

億
９
，６
６
２
万
５
千
円
で
落
札
。

今
回
、
設
計
・
施
工
の
一
括
発
注

方
式
を
採
用
し
た
こ
と
か
ら
今

後
、
業
者
独
自
の
技
術
で
実
施
設

計
を
行
い
、
工
事
期
間
を
平
成
25

年
12
月
６
日
ま
で
と
す
る
も
の
で

す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
陳
情
第
３
号
　
高
齢
者
施
策
を

担
う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

の
支
援
の
要
請
に
つ
い
て

　
団
塊
の
世
代
が
65
歳
と
な
り
、

定
年
退
職
後
等
の
多
様
な
社
会
参

加
や
生
き
が
い
の
充
実
な
ど
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は

重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
斑
鳩
町

議
会
と
し
て
も
、
補
助
金
の
確
保

と
公
共
事
業
の
発
注
に
配
慮
を
お

願
い
し
て
き
た
経
緯
も
あ
り
ま
す

が
、
派
遣
契
約
期
間
の
適
用
除
外

を
す
る
こ
と
は
正
規
労
働
者
の
雇

用
の
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
満

場
一
致
で
趣
旨
採
択
と
決
し
ま
し

た
。

◎
陳
情
第
４
号
　
地
球
温
暖
化
対

策
に
関
す
る「
地
方
財
源
を
確
保
・

充
実
す
る
仕
組
み
」
の
構
築
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択
に
つ
い
て

　
奈
良
県
で
は
す
で
に
森
林
環
境

税
が
住
民
税
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
さ
ら
に
、
今
年
10
月

か
ら
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め

の
税
」
が
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
国

と
地
方
の
税
の
配
分
や
、
ま
た
地

方
財
源
の
配
分
方
法
な
ど
、
そ
の

動
向
を
踏
ま
え
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
当
委
員
会
と
し

て
は
満
場
一
致
で
趣
旨
採
択
と
決

し
ま
し
た
。

　
継
続
審
査
案
件
　
　

◎
環
境
保
全
及
び
ご
み
減
量
化
･

資
源
化
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て

①
可
燃
ご
み
の
委
託
処
理
の
状
況

に
つ
い
て

　
８
月
末
で
１
７
１
７
ｔ
の
可
燃

ご
み
を
処
理
。
前
年
度
同
時
期
と

比
較
を
す
る
と
約
18
ｔ
減
少
し
て

い
る
こ
と
。

②
可
燃
ご
み
の
運
搬
状
況
に
つ
い

て　
８
月
末
ま
で
に
６
ｔ
積
載
コ
ン

テ
ナ
車
で
、
４
４
０
台
が
白
石
畑

最
終
処
分
場
か
ら
三
重
県
伊
賀
市

ま
で
運
搬
し
た
こ
と
。

③
可
燃
ご
み
焼
却
の
委
託
料
に
つ

い
て

　
８
月
末
現
在
で
約
６
０
４
０
万

円
と
な
り
、
月
平
均
に
す
る
と
１

か
月
あ
た
り
約
１
２
０
０
万
円
で

あ
る
こ
と
。

④
ポ
イ
捨
て
禁
止
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
計
画
に
つ
い
て

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
的
は
、
ポ

イ
捨
て
対
策
と
し
て
、
罰
則
規
定

を
設
け
た
条
例
を
制
定
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
な
か
、
ま
ず
は
、

「
地
域
全
体
で
ポ
イ
捨
て
禁
止
活

動
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
住

民
の
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
り
、
ポ

イ
捨
て
の
減
少
に
努
め
る
」
と
い

う
厚
生
常
任
委
員
会
の
勉
強
会
で

示
さ
れ
た
方
向
性
を
そ
の
ま
ま

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
目
的
と
し
、
11

月
４
日
、
日
曜
日
の
午
前
中
に
Ｊ

Ｒ
法
隆
寺
駅
か
ら
法
隆
寺
門
前
ま

で
の
区
間
と
、
県
立
竜
田
公
園
で

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
各
課
報
告
事
項

○
斑
鳩
町
健
康
増
進
計
画
目
標
達

成
状
況
に
つ
い
て
　

　
斑
鳩
町
健
康
増
進
計
画
の
最
終

評
価
を
行
う
に
あ
た
り
、
住
民
の

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
意
識
や
生

活
習
慣
の
状
況
等
を
把
握
し
、
次

期
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の
説

明
。
ま
た
、
今
年
度
、
国
・
県
に

お
い
て
次
期
計
画
を
策
定
中
で
あ

り
、
そ
の
国
・
県
の
計
画
に
沿
っ

て
町
と
し
て
も
次
期
計
画
を
策
定

し
て
い
く
と
の
報
告
で
し
た
。

（
小
林
委
員
長
記
）

　９月１９日全委員出席のもと、本会議から
付託を受けた４議案・継続審査案件及び各
課報告事項について審査しました。その主な
内容について報告します。
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委
員
会
付
託
議
案

◎
議
案
第
38
号
　
斑
鳩
町
土
地
開

発
公
社
の
解
散
に
つ
い
て

　
斑
鳩
町
土
地
開
発
公
社
は
、
平

成
25
年
３
月
を
目
途
に
、
解
散
及

び
清
算
結
了
を
め
ざ
す
こ
と
と

し
、
平
成
24
年
8
月
15
日
に
開
催

し
た
理
事
会
に
お
い
て
、
当
公
社

の
解
散
に
つ
い
て
理
事
全
員
の
同

意
を
経
て
、
議
会
の
議
決
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

（
結
果
）
満
場
一
致
で
可
決

◎
陳
情
第
５
号
　「
緊
急
事
態
基

本
法
」
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意

見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い

て（
結
果
）
賛
成
多
数
で
採
択

　
継
続
審
査
案
件

　
斑
鳩
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
つ
い
て
は
、
夏
季
企
画
展
「
斑

鳩
町
指
定
文
化
財
指
定
記
念
　
法

隆
寺
村
の
大
工
棟
梁
安
田
家
―
安

田
家
文
書
展
②
」
は
９
月
４
日
に

終
了
し
、
30
日
間
の
会
期
中
に
８

５
９
人
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、「
こ
ど
も
考
古
学
教
室
」

と
し
て
、
８
月
26
日
に
「
こ
ど
も

鏡
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
し
、
40

名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
９
月
23
日
に
「
こ
ど

も
斑
鳩
の
古
代
寺
院
め
ぐ
り
」、

10
月
21
日
に
「
こ
ど
も
埴
輪
づ
く

り
教
室
」
を
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
課
報
告
事
項

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

拡
充
に
つ
い
て

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
事
業
を

拡
充
す
る
た
め
に
、
国
や
県
か
ら

補
助
金
の
活
用
を
視
野
に
入
れ
た

検
討
を
行
っ
た
結
果
、
料
金
を
徴

収
す
る
有
償
運
行
の
場
合
の
み
が

補
助
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
補

助
金
を
活
用
す
る
た
め
に
は
道
路

運
送
法
に
基
づ
く
「
地
域
公
共
交

通
会
議
」
の
設
置
が
必
要
と
の
認

識
に
至
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
地
域
公
共
交
通
会
議
と
は
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
適
切
な
公
共

交
通
の
形
態
や
料
金
等
に
つ
い
て

協
議
し
、
十
分
な
調
査
を
踏
ま
え

て
、
よ
り
よ
い
地
域
交
通
を
検
討

し
て
い
く
た
め
の
協
議
機
関
で
あ

り
、
平
成
25
年
度
に
調
査
業
務
委

託
を
発
注
し
て
い
き
た
い
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
よ
り
、
以
前
の
報
告
で
は

25
年
度
よ
り
始
め
る
と
聞
い
て
い

た
が
、
そ
の
計
画
よ
り
１
年
ず
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
実
施
す
る
外
出
支
援
事
業

と
の
兼
ね
合
い
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と

い
う
質
疑
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
理
事
者
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
立
場
と
し
て
来
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
の
か
も
含
め
、
外
出

支
援
事
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
両
面
で
考
え
て
い
き
た
い
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

○
町
民
プ
ー
ル
の
利
用
状
況
の
報

告
に
つ
い
て

○
第
24
回
奈
良
県
消
防
操
法
大
会

出
場
の
結
果
に
つ
い
て

○
自
主
防
災
組
織
の
設
立
の
説
明

会
実
施
に
つ
い
て

○
斑
鳩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
人

の
心
」
開
催
に
つ
い
て

　
そ
　
の
　
他

　
消
防
の
広
域
化
で
、
意
思
決
定

機
関
と
し
て
斑
鳩
町
議
会
が
承
認

し
な
か
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
と
い
う
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。
　

　
理
事
者
よ
り
、
非
常
に
難
し
い

問
題
で
あ
る
が
、
西
和
７
町
が
共

に
協
力
し
あ
っ
て
奈
良
県
の
一
元

化
に
入
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　　
そ
の
他
質
疑
・
意
見
が
あ
り
、

町
か
ら
一
定
の
回
答
が
あ
り
、
審

議
を
深
め
ま
し
た
。

　
　
　（
伴
委
員
長
記
）

　
９
月
20
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
２
議
案

を
審
議
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。ま
た
、各
課
報
告
事
項
と
し
て
、諸
報
告
を
受
け
ま
し
た
の
で
、そ

の
主
な
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

▲社会福祉協議会のワゴン車
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予 算決算常任委員会

　
委
員
会
付
託
議
案

◎
平
成
24
年
度
斑
鳩
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
６
８

８
万
９
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

（
主
な
内
容
）

▽
　
地
域
集
会
所
施
設
整
備
費
補

助
金
の
補
助
率
及
び
補
助
対
象
の

拡
充
に
伴
い
、
事
業
実
施
さ
れ
る

自
治
会
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
２

１
０
万
円
の
増
額
。

▽
　
防
犯
灯
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
の
取
替

等
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
１
０

７
万
円
の
増
額
。

▽
　
あ
わ
保
育
園
の
給
食
調
理
室

の
新
築
と
現
在
の
給
食
調
理
室
を

保
育
室
に
改
修
す
る
た
め
８
０
０

０
万
円
の
増
額
。

▽
　
ポ
リ
オ
の
定
期
予
防
接
種
が

経
口
生
ワ
ク
チ
ン
か
ら
皮
下
注
射

の
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
切

り
替
わ
り
、
集
団
接
種
か
ら
医
療

機
関
で
の
個
別
接
種
に
な
る
こ
と

か
ら
、
９
９
４
万
７
千
円
の
増
額

補
正
な
ど
で
す
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
土
地
開
発
基
金
の
用
地
の
処

分
に
お
け
る
現
在
の
簿
価
は
、
ど

れ
ぐ
ら
い
に
な
る
の
か
。

Ａ
　
阿
波
２
丁
目
地
内
と
興
留
５

丁
目
地
内
の
保
有
地
で
、
合
計
で

１
億
７
２
１
３
万
７
千
円
に
な

る
。

Ｑ
　
防
犯
灯
の
予
算
は
、
ど
の
よ

う
に
見
込
ん
で
補
正
を
組
ん
で
い

る
の
か
。

Ａ
　
防
犯
意
識
の
向
上
と
省
エ
ネ

や
経
済
的
な
面
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取

替
え
ら
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
か

ら
、
今
後
、
設
置
申
請
の
増
を
見

込
ん
で
計
上
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
他
、「
東
日
本
大
震
災
対

策
費
の
旅
費
な
ど
」
に
つ
い
て
質

疑
・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
平
成
24
年
度
斑
鳩
町
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（

第
２
号
）に
つ
い
て

　
平
成
24
年
度
の
前
期
高
齢
者
交

付
金
の
確
定
と
、
こ
れ
に
伴
う
国

庫
、
県
支
出
金
の
補
正
、
介
護
納

付
金
の
確
定
、
前
年
度
繰
上
充
用

の
執
行
等
に
伴
う
補
正
で
す
。

（
主
な
内
容
）

▽
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
で
、
本

年
度
の
拠
出
額
が
確
定
し
た
こ
と

に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
１

９
０
７
万
４
千
円
の
増
額
。

▽
介
護
納
付
金
で
、
本
年
度
の
納

付
額
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

78
万
６
千
円
の
増
額
補
正
な
ど
で

す
。

◎
平
成
24
年
度
斑
鳩
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）に
つ
い
て

　
平
成
23
年
度
の
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
の
執
行
額
確
定
に
伴
う

繰
越
金
及
び
国
、
県
、
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
か
ら
の
負
担

金
、
交
付
金
等
の
精
算
に
関
す
る

も
の
で
す
。

（
主
な
内
容
）

▽
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料
還
付

金
で
は
、
平
成
23
年
度
の
決
算
の

確
定
に
伴
う
過
年
度
分
の
未
請
求

分
が
あ
り
、
平
成
24
年
度
で
処
理

す
る
た
め
、
１
５
０
万
５
千
円
の

増
額
。

▽
介
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
積

立
金
で
は
、
歳
入
の
補
正
額
と
歳

出
の
諸
支
出
金
の
補
正
額
に
差
額

が
生
じ
る
の
で
、
そ
の
差
額
を
基

金
に
積
み
立
て
る
た
め
、
４
５
９

万
７
千
円
の
増
額
補
正
な
ど
で

す
。

◎
平
成
24
年
度
斑
鳩
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）に
つ
い
て

　
平
成
23
年
度
会
計
に
お
け
る
繰

越
金
の
確
定
と
、
こ
の
繰
越
金
を

財
源
と
し
た
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
等
負
担
金
及
び
被
保
険
者
保

険
料
の
払
戻
し
に
要
す
る
補
正
で

す
。

（
主
な
内
容
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
で
、
繰
越
し
保
険
料
を
広
域

連
合
に
納
付
す
る
こ
と
か
ら
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等
負
担
金

54
万
２
千
円
の
増
額
補
正
な
ど
で

す
。

（
飯
髙
委
員
長
記
）

　９月２１日全委員出席のもと、本会議から
付託を受けた４議案を審議した結果、いずれ
の議案も原案どおり可決することに決しまし
た。その主な内容について報告します。

▲あわ保育園
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い
か
る
が
議
会
だ
よ
り

◆
〒
636-0198　

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法
隆
寺
西
3-7-12　

☎
74-1001　

内
線
302

平
成
24年

11月
1日
発
行

No.74

ご存じですかご存じですか
町議会に請願・陳情することができます
　町政などについて要望があるときは、どなたでも議会に請願・陳情をすることができます。
　議会に提出された請願書・陳情書は、議会運営委員会で取扱いを決定のうえ、所管の委員会で審査され、
採択されたものについては、町長などにその実現を求めます。
　請願をするときには議員の紹介が必要ですが、陳情には必要ありません。

【 請願書・陳情書の提出方法 】
　請願・陳情をするときは、書面によって提出していただきます。
　請願書（陳情書）には、提出年月日、請願人（陳情者）の住所、氏名（法人・団体の場合はその名称及び代表
者の氏名）、件名、要旨及び理由を記載し、押印して議長あてに提出してください。
　なお、請願書には、紹介議員の記名、押印が必要です。

　請願書（陳情書）は、いつでも受付けをしていますが、できるだけ定例会が開かれる１週間前までに提出
してください。

　　 請願事項（陳情事項）
○○○○○○○○○○○○○○
○○○するようお願いします。

理由
　○○○○○○○○○○○○

　　　　　○○年○○月○○日
　　　　　斑鳩町議会議長　様

請願人（陳情者）
　　　　住所　○○○○
　　　　氏名　○○○○

○○○○○○○○○○○○○○
を求める請願書（陳情書）

（請願書のみ）
　紹介議員　○○○○
　（議員の自署または記名押印）

　
議
会
や
役
場
で

は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
相
談
や
要
望
を

お
聞
き
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

 

特
に
、
制
度
の
問
題

な
ど
の
よ
う
に
議
論

の
必
要
性
の
高
い
も

の
は
、
請
願
・
陳

情
・
要
望
・
要
請
な
ど
、
書
式
を

整
え
て
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
審
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
開
か
れ
た
議
会
、
住
民
の
た
め

の
町
政
を
常
に
目
指
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
議
会
と
し
て
役
割
に
努

め
、
み
な
さ
ん
に
そ
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（

里
川
委
員
長
記
）

くわしくは、議会事務局までお問い合わせください。
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